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1. 緒言 

 層状水酸化物（LHs）は、水酸化物のホスト層とゲスト層が交互に積層した構造をしている。ホスト層は一部のOH 基

の欠損により正の電荷をもち、層状水酸化物を剥離することによって得られるナノシートは、正電荷を持つ極薄の二次

元結晶となる。ゲスト層はアニオンと水分子で構成され、層状化合物の電荷を保っている。アニオンはイオン交換する

ことが出来る。また、現在普及している ITO（インジウム・スズ酸化物）透明電極は、レアメタルのインジウム(In)を

用いており高価なため、代替材料の研究が進められている。そこで、層状亜鉛水酸化物（Zn LHs）に他の金属をドープ

させることにより、ITO の代替材料となる可能性が期待される。よって本研究では､種々の金属を様々なモル比でドー

プさせた層状亜鉛水酸化物の作製を行った。 

2. 実験 

 硝酸亜鉛、ドデシル硫酸ナトリウム、ヘキサメチレンテトラミン、種々の金属硝酸塩（チタン：チタン酸アンモニウ

ム錯体）を用いた溶液反応により、金属(Ｍ)をドープさせた層状亜鉛水酸化物(Zn/Ｍ LHs、 Ｍ＝Ti、 Mn、 Co、 Ni、 

Cu、 Li、 Al)の合成を行った。特性評価は、XRD、FT-IR、SEM、ICP、TG/DTA、元素分析で行った。 

3. 結果と考察 

 合成した Zn/M LHs のXRD測定を行ったところ、低角度側に(001)面、(002)面と等間隔にピークが現れたため、合成

物は層状構造を有していることがわかった。Zn/Ti LHs に関しては、Tiの濃度が上昇するにつれて低角度側のピークが

見られなくなり、層状構造が構築できなくなることがわかった。また、FT-IRの結果から、全ての合成物において‐OSO3

‐のピークが見られたため、層間にドデシル硫酸イオンが含まれていることが分かった。そして、800℃に焼成した合

成物の XRD 測定の結果から不純物のピークが現れなかった Zn/Li LHs と Zn/Co LHs に関してはドーピングが行われ

たのではないかと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『第 47回化学関連支部合同九州大会講演要旨集』、 p. 165、 2010.7) 




